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CF-4500では本体にデータメモリーとして300ファイル、測定条
 件メモリーとして50ファイルそれぞれメモリーする事ができます。

 各々のファイルはUSBメモリーへバックアップをとったり、スト
 レージクラスでPC上に保存する事も可能です。

メモリー実行キー
保存場所（ブロック

 
番号）を表示

1



１．保存するファイルのタイプを設定。

MEMORY DATA SAVE

 

TYPE

メインメニュー

TEXT

BMP

テキストファイル（エクセル等で開く事が可能）

画像ファイル

ソフトキーの操作

※TEXTとBMPが選択してあるとSTOREキーを押す度にバイナリ、テキスト、ビットマップの3種類同時

 
ファイルできます。

STOREキーを押す度に番号が更新されます。
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２．USBメモリーへコピーする場合

MEMORY DATA

メインメニュー

USBメモリーが認識されていれば濃紺色になります。

使用するUSBメモリーは

 
TranscendまたはSanDisk製の

 
2GBを推奨

ソフトキーの操作 COPY

CF-4500本体のメモリーをUSBメモリーへコピーする場合は

 
SourceがINTでTargetがUSB

ALL

 

ON

COPY EXECUTE

本体にメモリーしてある全てのファイルを選択

USBメモリーへコピーの実行

※一部のデータのみ保存したい場合はブロック番号の左横に

 
チェックマーク（✓）を入れて下さい。
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３．本体のメモリーデータをクリアする場合

ALL

 

ON 本体にメモリーしてある全てのファイルを選択

CLEAR

 

EXECUTE データのクリアを実行します。

※一部のデータのみクリアしたい場合はブロック番号の左横に

 
チェックマーク（✓）を入れて下さい。
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４．メモリーデータを本体の画面に読み出す場合

ファイルが存在する番号にはアスタリスク（＊）がつきます。

＋ － ファイル番号を増減します。

LOAD ファイルデータを画面上に読込みます。

２画面表示の場合、アクティブ画面（画面左上が反転表示になって

 
いる）にファイルデータが読込まれます。

読込みたい番号をタッチ

LOADを押して読み出し

リスト表示からデータを読み出す場合はLISTを押してリスト

 
表示画面を表示し、読み出したいファイル番号をタッチして

 
選択し、LOADで実行します。
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５．USBメモリーにコピーしたファイルをCF-4500本体に戻す

コピー元をUSBメモリーにする コピー先をCF-4500本体を指定

ALL

 

ON USBメモリーにメモリーしてある全てのファイルを選択

C  EXECUTE データのコピーを実行します。
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測定条件メモリーの取扱い方法

CF-4500では測定条件（判定条件を含む）を50ファイルメモリーする事ができます。任

 意の測定条件を本体起動時に読み出す事も可能です。また外部リレー機能を使用し

 て全15種類の測定条件を本体にセットする事も可能です。

１．測定条件のメモリー

LIST

ソフトキーの操作

MEMORY PANEL

 

COND

メインメニュー

保存したい番号をタッチします。

SAVEキーで保存実行します。

読み込む場合はLOADを押します。
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２．本体起動時に任意の条件を立ち上げる

立ち上げたい条件の番号を

 
タッチします。

START ENTRYキーを押します

ソフトキーの操作

MEMORY PANEL

 

COND

START

 

TYPE

メインメニュー

スタートタイプをSELECTにします。
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３．USBメモリーへファイルをコピーする

コピー元をCF-4500本体を指定 コピー先をUSBメモリーにする

任意の条件ファイルのみコピー

 
する場合、その番号のチェック

 
ボックスにチェックマーク（✓）を

 
入れます。

ALL

 

ON 全てのファイルをコピーする場合、

 

ALL ONを選択します。

COPY

 

EXECUTE ファイルのコピーを実行します。

MOVE

 

EXECUTE ファイルを切り取って移動します。

ソフトキーの操作

MEMORY PANEL

 

COND

メインメニュー

COPY
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４．測定条件ファイルをクリアする

ソフトキーの操作

MEMORY PANEL

 

COND

メインメニュー

CLEAR

任意の条件ファイルのみクリア

 
する場合、その番号のチェック

 
ボックスにチェックマーク（✓）を

 
入れます。

ALL

 

ON 全てのファイルをクリアする場合、

 

ALL ONを選択します。

CLEAR EXECUTE ファイルのクリアを実行します。
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CF-4500本体のデータをUSBメモリーにコピーするとルートにcf7200というフォルダが

 できます。その下にそれぞれblock、panel、loggerというフォルダがあります。

データメモリーが格納されてます。

条件メモリーが格納されてます。
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